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第１２３回月例会概要

　（１）事業経過報告等･･･････････････････････････････････････････････････････

　（２）講演　「カーボンニュートラル時代の海運戦略 ～ＡＩが示す優先順位～」

　　　　　　　　神戸大学大学院 海事科学研究科

　　　　　　　　　教授　　平田 燕奈　氏

 

第１２４回　月例会概要

　（１）事業経過報告等･･･････････････････････････････････････････････････････

　（２）講演　「港則法におけるLNGバンカー船の停泊基準について」

　　　　　　　　第五管区海上保安本部 交通部航行安全課

　　　　　　　　　専門官　　久内　和彦　氏

第１２５回　月例会概要

　（１）事業経過報告等･･･････････････････････････････････････････････････････

　（２）講演　「深田サルベージ建設の洋上風力発電事業の取り組み」

　　　　　　　　深田サルベージ建設株式会社 東京支社

　　　　　　　　　洋上風力プロジェクト部長　　池信　勝之　氏

　

事　業　報　告

　新港・灘浜航路工区鋼斜張橋工事の海上施工に関わる航行安全対策検討････････････

 （第一段階）調査第２回委員会

　神戸発電所アンモニア混焼プロジェクトに伴う航行安全対策検討調査･････････････

　第１回委員会

　神戸発電所アンモニア混焼プロジェクトに伴う航行安全対策検討調査･････････････

　第１回検討部会

　神戸空港整備事業に伴う航行安全対策検討調査第２回委員会･････････････････････

　LNGバンカリング事業に係る航行安全対策検討調査（和歌山地区）第２回委員会･････

　神戸発電所アンモニア混焼プロジェクトに伴う航行安全対策検討調査･････････････

　ビジュアル操船シミュレータ実験
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　南海トラフ地震臨時情報発表時における対応状況の検証と課題に関する調査研究･･･

　第３回委員会

　新港・灘浜航路工区鋼斜張橋工事の海上施工に関わる航行安全対策検討･･･････････

 （第一段階）調査第３回委員会

　大阪港新島周辺海域の新たな船舶交通環境構築に関する調査研究･････････････････

　第２回検討部会

　大阪港新島周辺海域の新たな船舶交通環境構築に関する調査研究･････････････････

　第２回委員会

　新港・灘浜航路工区鋼斜張橋工事の海上施工に関わる航行安全対策検討･･･････････

 （第一段階）調査第４回委員会

会　務　報　告

　第１２４回業務運営会議･･････････････････････････････････････････････････････

　第１２５回業務運営会議･･････････････････････････････････････････････････････

　第１２６回業務運営会議･･････････････････････････････････････････････････････

船舶交通随感

　第２８回　バーチャルAIS航路標識に関する考察････････････････････････････････

事務日誌抄････････････････････････････････････････････････････････････････
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第１２３回　月　例　会　概　要

１　日　　　時　　令和８年１月２３日（金）１５:００～１６:００

２　場　　　所　　神戸市中央区文化センター10階　1001-1002会議室

３　出　席　者　　１１名

４　概　　　要　　

　　　（１）事業経過報告等

　　　　　　奥原専務理事から事業報告及び会務報告が行われた。

　　　　　

　　　（２）講　演

　　　　　　神戸大学大学院海事科学研究科 教授　平田 燕奈 氏による「カーボンニュー

　　　　　トラル時代の海運戦略 ～ＡＩが示す優先順位～」と題し、講演が行われた。



－2－

≪第１２３回月例会講演資料≫
　　

カーボンニュートラル時代の海運戦略
　　 ～ＡＩが示す優先順位～
　　　　 　

　　
 

講師　神戸大学大学院 海事科学研究科

　　　　　　　　　教授　　平田 燕奈　氏
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第１２４回　月　例　会　概　要

１　日　　　時　　令和８年２月２５日（水）１５:００～１６:００

２　場　　　所　　神戸市中央区文化センター10階　1001-1002会議室

３　出　席　者　　３１名

４　概　　　要　　

　　　（１）事業経過報告等

　　　　　　奥原専務理事から事業報告及び会務報告が行われた。

　　　　　

　　　（２）講　演

　　　　　　第五管区海上保安本部交通部航行安全課 専門官　久内　和彦 氏による「港

　　　　　則法におけるLNGバンカー船の停泊基準について」と題し、講演が行われた。
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≪第１２４回月例会講演資料≫
　　

港則法におけるLNGバンカー船の停泊基準について
　　　　 　

　　
 

講師　神第五管区海上保安本部交通部航行安全課 

専門官　久内　和彦 氏
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第１２５回　月　例　会　概　要

１　日　　　時　　令和８年３月２７日（金）１５:００～１６:００

２　場　　　所　　神戸市中央区文化センター10階　1001-1002会議室

３　出　席　者　　２３名

４　概　　　要　　

　　　（１）事業経過報告等

　　　　　　奥原専務理事から事業報告及び会務報告が行われた。

　　　　　

　　　（２）講　演

　　　　　　深田サルベージ建設株式会社 東京支社 洋上風力プロジェクト部長　池信　

　　　　　勝之 氏による「深田サルベージ建設の洋上風力発電事業の取り組み」と題し、

　　　　　講演が行われた。
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≪第１２５回月例会講演資料≫
　　

深田サルベージ建設の洋上風力発電事業の取り組み
　　　　 　

　　
 

講師　深田サルベージ建設株式会社 東京支社 　　 

 洋上風力プロジェクト部長　池信　勝之 氏
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事 業 報 告
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新港・灘浜航路工区鋼斜張橋工事の海上施工に関わる

航行安全対策検討（第一段階）調査　第２回委員会

１　日　　　時　　令和８年１月１４日（水）１３：３０～１６：００

２　場　　　所　　神戸駅前研修センター 3階　307号室

　　　　　　　　　(Web会議併用)

３　出　席　者　　別紙のとおり

４　議　　　題　　

　　（１）第１回委員会議事概要（案）について

　　（２）施工計画の概要（修正版）について

　　（３）海上工事に伴う海域の使用条件に係る船舶航行安全性の検討について

５　資　　　料

　　（１）検討資料委２－１ 第1回委員会議事概要（案）

　　（２）検討資料委２－２ 施工計画の概要（第1分冊）（修正版）（案）

　　（３）検討資料委２－３ 施工計画の概要（第2分冊）（修正版）（案）

　　（４）検討資料委２－４ 課題と航行安全性（案）

　　（５）参考資料委２－１ 第１回委員会での主な指摘事項及びその対応

６　議　　　事

　　　事務局により出席者及び資料の確認を行った後、古莊 雅生 委員長により議事が進

　　められた。

７　審 議 結 果

　　　提示された検討資料は、一部文言について委員会における意見等を盛り込み修正

　　することを前提に了承された。

以　上　
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別　紙

出　席　者　名　簿

（順不同・敬称略、　　　　：欠席者　）

　　　　（　 ：Web会議出席者・※：常任調査研究委員）

委　員　長　　古　莊　雅　生　　神戸大学名誉教授 ※

委　　　員　　淺　木　健　司　　海技大学校名誉教授 ※

　　〃　　　　石　黒　一　彦　　神戸大学大学院海事科学研究科准教授 ※

　　〃　　　　山　田　哲　也　　大阪湾水先区水先人会会長 ※

　　〃　　　　太　田　正　紀　　(一社)日本船長協会副会長

　　〃　　　　中　川　　　悟　　日本郵船(株)関西支店支店長代理 ※

　　〃　　　　富　山　　　茂　　(株)商船三井海上安全部部長代理 ※

　　〃　　　　岡　本　龍　太　　川崎汽船(株)関西支店副支店長 ※

　　〃　　　　三　原　重　輝　　三菱重工業(株)神戸艦船部船渠長 ※

　　〃　　　　芝　本　　　明　　川崎重工業(株)神戸造船工場基幹職 ※

　　〃　　　　加　藤　琢　二　　神戸旅客船協会会長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　井上　誠　専務理事)

　　〃　　　　大　東　洋　治　　兵庫海運組合理事長

　　〃　　　　久　保　昌　三　　兵庫県港運協会会長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　稲田　重彦　専務理事)

　　〃　　　　石　田　竜　也　　日本押船土運船協会会長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　久保　信治　業務委員)

　　〃　　　　寄　神　裕　佑　　神戸起重機船協会会長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　黒﨑　昭夫　業務委員)

　　〃　　　　安　岡　正　雄　　協同組合神戸タグ協会理事長

　　〃　　　　森　本　泰　暢　　兵庫県倉庫協会会長

　　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　西川　恵太郎　専務理事)

　　〃　　　　須　藤　明　彦　　神戸海運貨物取扱業組合理事長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　船引　雅彦　専務理事)

　　〃　　　　谷　内　政　彦　　神戸サイロ協議会事務局幹事

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　田中　洋介　幹事)

　　〃　　　　上　村　　　良　　全国内航タンカー海運組合関西支部事務局長

　　〃　　　　浦　　　隆　幸　　全日本海員組合関西地方支部長

ｗ

ｗ

ｗ

ｗ

ｗ
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委　　　員　　吉　岡　幸　治　　神戸港湾労働組合協議会議長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　西澤　昭徳　事務局長)

　　〃　　　　山　下　裕　久　　ジャンボフェリー(株)取締役船舶部長

　　〃　　　　成　尾　和　也　　宮崎カーフェリー(株)運航管理者

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　汐﨑　耕輔　関西支店 海務監督 副運航管理者)

　　〃　　　　葛　西　正　記　　(株)神戸製鋼所顧問

　　〃　　　　隅　田　　　等　　神戸港はしけ運送事業協同組合理事長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　阿宮　信人　航行安全部会委員)

　　　　　　　　　　　　　　　　(同席　大和　晋　専務理事)

　　　　　　　　　　　　　　　　　(同席　中島　由貴　航行安全部会委員)

関係官公庁　　伊　藤　智　人　　第五管区海上保安本部交通部長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　相馬　洋　企画調整官)

　　　　　　　　　　　　　　　　(同席　前田　竜之介　航行安全課海務第二係)

　　〃　　　　松　村　謙　一　　神戸海上保安部長

　　　　　　　　　　　　　　　　(同席　岡田　秀明　航行安全課長)

　　　　　　　　　　　　　　　　(同席　南　純平　航行安全課第二海務係長)

　　〃　　　　道　辻　尋　史　　大阪湾海上交通センター所長

　　〃　　　　苔　口　聖　史　　近畿地方整備局港湾空港部長

　　〃　　　　岡　村　知　則　　神戸運輸監理部海事振興部長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　大當　伸子　旅客課長)

　　〃　　　　小　嶋　省　一　　神戸市港湾局副局長

　　　　　　　　　　　　　　　　(同席　村井　宏一　海務課長)

　　　　　　　　　　　　　　　　(同席　藤元　功　港湾計画課長)

　　　　　　　　　　　　　　　　(同席　細谷　貴　港湾計画課係長)

オブザーバー 　市　岡　章　伸　　シェルルブリカンツジャパン(株)神戸事業所業務ﾁｰﾑﾏﾈｰｼﾞｬｰ

　　〃　　　　山　下　武　常　　ＥＮＥＯＳ(株)神戸油槽所長

　　〃　　　　満　井　　　滋　　セントラル・タンクターミナル(株)神戸事業所長

　　〃　　　　中　野　達　彦　　(株)東洋信号通信社神戸港グループリーダー

委　託　者　（阪神高速道路株式会社 建設事業本部 神戸建設部）

　　〃　　　　糸　川　智　章　　部長

　　〃　　　　瀬　川　利　明　　次長

　　〃　　　　流　田　寛　之　　企画課課長

　　〃　　　　玉　田　和　也　　企画課課長代理

ｗ

ｗ

ｗ

ｗ

ｗ

ｗ

ｗ

ｗ
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委　託　者　　髙　橋　祐　史　　湾岸西伸第二建設事業所所長

　　〃　　　　今　田　勝　昭　　　　　　　〃　　　　　担当課長

　　〃　　　　伊　佐　政　晃　　　　　　　〃　　　　　主任

　　〃　　　　福　岡　純　一　　　　　　　〃　　　　　担当

　　〃　　　　梶　山　千　穂　　　　　　　〃　　　　　担当

関係事業者　（近畿地方整備局 神戸港湾事務所）

　　〃　　　　桑　原　賢　二　　技術企画官

　　〃　　　　佐々木　利　章　　第三建設管理官室先任建設管理官

　　〃　　　　松　田　智　太　　　　　〃　　　　建設管理官

　　〃　　　　武　智　　　新　　　　　〃　　　　係員

関係事業者　（近畿地方整備局 浪速国道事務所）

　　〃　　　　藤　原　克　也　　副所長

事　務　局　　奥　原　徳　男　　(公社)神戸海難防止研究会専務理事

　　〃　　　　伊　藤　雅　之　　　　　　　〃　　　　　　上席研究員

　　〃　　　　井　田　英　樹　　　　　　　〃　　　　　　事業部長

　　〃　　　　渡　川　　　明　　　　　　　〃　　　　　　研究部長

　　〃　　　　宇出津　弘　昭　　　　　　　〃　　　　　　総務部長

　　〃　　　　藤　原　　　昇　　　　　　　〃　　　　　　情報システム管理部長

ｗ

ｗ
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神戸発電所アンモニア混焼プロジェクトに伴う航行安全対策検討調査

第１回委員会

１　日　　　時　　令和８年１月１６日（金）１３：３０～１４：５０

２　場　　　所　　アリストンホテル神戸 5階　カスティーリア

　　　　　　　　　(Web会議併用)

３　出　席　者　　別紙のとおり

４　議　　　題　　

　　（１）調査方針等について

　　（２）対象船舶及び対象岸壁の概要について

　　（３）神戸港の航行環境について

　　（４）ビジュアル操船シミュレータ実験及び係留動揺シミュレーションの実施方針に

　　　　　ついて

５　資　　　料

　　（１）検討資料委１－１ 調査方針等（案）

　　（２）検討資料委１－２ 対象船舶・対象岸壁等の概要（案）

　　（３）検討資料委１－３ 神戸港の航行環境（案）

　　（４）検討資料委１－４ ビジュアル操船シミュレータ実験及び係留動揺シミュレーショ

　　　　　　　　　　　　　　ンの実施方針（案）

６　議　　　事

　　　開会にあたり委託者の株式会社 神戸製鋼所 電力事業部門アンモニア混焼設備建設

　　本部 設備部長 寺澤 伸治 様より挨拶が行われた。

　　　事務局により出席者及び資料の確認を行った後、委員長の選任を行い、岩瀬 潔 委

　　員が委員長に選任された。また、委員長より廣野 康平 委員が検討部会長に指名され

　　た。以後委員長により議事が進められた。

７　審 議 結 果

　　　提示された検討資料は、一部文言について委員会における意見等を盛り込み修正

　　することを前提に了承された。

以　上　
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別　紙

出　席　者　名　簿

（順不同・敬称略）

　　　　（　 ：Web会議出席者・※：常任調査研究委員）

委　員　長　　岩　瀬　　　潔　　　海技大学校名誉教授 ※

委　　　員　　廣　野　康　平　　　神戸大学大学院海事科学研究科准教授 ※

　　〃　　　　西　村　光　司　　　大阪湾水先区水先人会副会長 ※

　　〃　　　　太　田　正　紀　　　(一社)日本船長協会副会長

　　〃　　　　中　川　　　悟　　　日本郵船(株)関西支店支店長代理 ※

　　〃　　　　富　山　　　茂　　　(株)商船三井海上安全部部長代理 ※

　　〃　　　　岡　本　龍　太　　　川崎汽船(株)関西支店副支店長 ※

　　〃　　　　安　岡　正　雄　　　協同組合神戸タグ協会理事長

　　〃　　　　大　東　洋　治　　　兵庫海運組合理事長

　　〃　　　　久　保　昌　三　　　兵庫県港運協会会長

　　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　稲田　重彦　専務理事)

　　〃　　　　萩　原　貴　浩　　　(一財)海上災害防止センター常務理事

　　　　　　　　　　　　　　　　　(同席　濱田　誠一　調査研究室長)

関係官公庁　　伊　藤　智　人　　　第五管区海上保安本部交通部長

　　　　　　　　　　　　　　　　　(同席　久内　和彦　航行安全課専門官)

　　〃　　　　松　村　謙　一　　　神戸海上保安部長

　　　　　　　　　　　　　　　　　(同席　岡田　秀明　航行安全課長)

　　　　　　　　　　　　　　　　　(同席　滝澤　優　航行安全課第一海務係長)

　　〃　　　　苔　口　聖　史　　　近畿地方整備局港湾空港部長

　　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　中官　利之　港湾空港整備・補償課長)

　　〃　　　　小　嶋　省　一　　　神戸市港湾局副局長

　　　　　　　　　　　　　　　　　(同席　村井　宏一　海務課長)

　　　　　　　　　　　　　　　　　(同席　盛沢　歌穂　港湾計画課計画係)

　　　　　　　　　　　　　　　　　(同席　岡田　航　港湾計画課計画係)

委　託　者＜(株)神戸製鋼所＞

　　〃　　　　寺　澤　伸　治　　　電力事業部門アンモニア混焼設備建設本部 設備部長

　　〃　　　　石　川　哲　也　　　　　　　　　　〃 　　　　　　　　 設備部

　　〃　　　　市　野　真　也　　　　　　　　　　〃 　　　　　　　　 設備部

　　〃　　　　平　出　洋太郎　　　　　　　　　　〃 　　　　　　　　 設備部

　　〃　　　　葛　西　正　記　　　顧問

ｗ

ｗ

ｗ

ｗ

工事グループ長

工事グループ

工事グループ
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事　務　局　　奥　原　徳　男　　(公社)神戸海難防止研究会専務理事

　　〃　　　　伊　藤　雅　之　　　　　　　〃　　　　　　上席研究員

　　〃　　　　井　田　英　樹　　　　　　　〃　　　　　　事業部長

　　〃　　　　藤　原　　　昇　　　　　　　〃　　　　　　情報システム管理部長

　　〃　　　　豊　島　伸　匡　　商船三井マリテックス(株)関西事務所長

　　〃　　　　古　賀　一　弥　　　　　　　〃　　　　　　　〃　　研究員

　　〃　　　　福　居　華　子　　　　　　　〃　　　　　　　〃　　アソシエイト
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神戸発電所アンモニア混焼プロジェクトに伴う航行安全対策検討調査

第１回検討部会

１　日　　　時　　令和８年１月１６日（金）１５：００～１６：２０

２　場　　　所　　アリストンホテル神戸 5階　カスティーリア

　　　　　　　　　(Web会議併用)

３　出　席　者　　別紙のとおり

４　議　　　題　　

　　（１）ビジュアル操船シミュレータ実験実施方案について

　　（２）係留動揺シミュレーション実施方案について

５　資　　　料

　　（１）検討資料部１－１ ビジュアル操船シミュレータ実験実施方案（案）

　　（２）検討資料部１－２ 係留動揺シミュレーション実施方案（案）

６　議　　　事

　　　事務局により出席者及び資料の確認を行った後、廣野 康平 検討部会長により議事が

　　進められた。

以　上　
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別　紙

出　席　者　名　簿

（順不同・敬称略）

　　　　（　 ：Web会議出席者・※：常任調査研究委員）

部　会　長　　廣　野　康　平　　神戸大学大学院海事科学研究科准教授 ※

委　　　員　　岩　瀬　　　潔　　海技大学校名誉教授 ※

　　〃　　　　西　村　光　司　　大阪湾水先区水先人会副会長 ※

　　〃　　　　太　田　正　紀　　(一社)日本船長協会副会長

　　〃　　　　中　川　　　悟　　日本郵船(株)関西支店支店長代理 ※

　　〃　　　　富　山　　　茂　　(株)商船三井海上安全部部長代理 ※

　　〃　　　　岡　本　龍　太　　川崎汽船(株)関西支店副支店長 ※

関係官公庁　　伊　藤　智　人　　第五管区海上保安本部交通部長

　　　　　　　　　　　　　　　　(同席　久内　和彦　航行安全課専門官)

　　〃　　　　松　村　謙　一　　神戸海上保安部長

　　　　　　　　　　　　　　　　(同席　岡田　秀明　航行安全課長)

　　　　　　　　　　　　　　　　(同席　滝澤　優　航行安全課第一海務係長)

委　託　者＜(株)神戸製鋼所＞

　　〃　　　　寺　澤　伸　治　　電力事業部門アンモニア混焼設備建設本部 設備部長

　　〃　　　　石　川　哲　也　　　　　　　　　〃 　　　　　　　　 　　 設備部

　　〃　　　　市　野　真　也　　　　　　　　　〃 　　　　　　　　　　　設備部

　　〃　　　　平　出　洋太郎　　　　　　　　　〃 　　　　　　　　　　　設備部

　　〃　　　　葛　西　正　記　　　顧問

事　務　局　　奥　原　徳　男　　　(公社)神戸海難防止研究会専務理事

　　〃　　　　伊　藤　雅　之　　　　　　　　〃　　　　　　上席研究員

　　〃　　　　井　田　英　樹　　　　　　　　〃　　　　　　事業部長

　　〃　　　　藤　原　　　昇　　　　　　　　〃　　　　　　情報システム管理部長

　　〃　　　　豊　島　伸　匡　　　商船三井マリテックス(株)関西事務所長

　　〃　　　　古　賀　一　弥　　　　　　　　〃　　　　　　　〃　　　研究員

　　〃　　　　福　居　華　子　　　　　　　　〃　　　　　　　〃　　　アソシエイト

ｗ

ｗ

ｗ

工事グループ長

工事グループ

工事グループ



－36－

神戸空港整備事業に伴う航行安全対策検討調査

第２回委員会

１　日　　　時　　令和８年１月２０日（火）１３：３０～１５：３０

２　場　　　所　　神戸駅前研修センター 3階　307号室

　　　　　　　　　(Web会議併用)

３　出　席　者　　別紙のとおり

４　議　　　題　　

　　（１）第１回委員会議事概要（案）について

　　（２）神戸空港の滑走路移設に係る整備事業の概要（修正版）について

　　（３）神戸空港における滑走路移設に伴う航行安全対策の取りまとめについて

　　（４）報告書の構成について

５　資　　　料

　　（１）検討資料委２－１ 第1回委員会議事概要（案）

　　（２）検討資料委２－２ 整備事業の概要（修正版）（案）

　　（３）検討資料委２－３ 滑走路移設に伴う航行安全性の検討（修正版）（案）

　　（４）検討資料委２－４ 航行安全対策（修正版）（案）

　　（５）検討資料委２－５ 報告書構成（案）

　　（６）参考資料委２－１ 第１回委員会での主な指摘事項及びその対応

　　資　料（席上配付）

　　　席上配付資料委２－１ 検討資料委２－３ 17頁　訂正

６　議　　　事

　　　事務局により出席者及び資料の確認を行った後、古莊 雅生 委員長により議事が進め

　　られた。

　　　閉会にあたり委員長より挨拶が行われた後、委託者の神戸市港湾局 副局長 小嶋 省

　　一 様より挨拶が行われた。

７　審 議 結 果

　　　提示された検討資料は、一部文言について委員会における意見等を盛り込み修正す

　　ることを前提に了承された。

以　上　



－37－

別　紙

出　席　者　名　簿

（順不同・敬称略、　　　　：欠席者　）

　　　　（　 ：Web会議出席者・※：常任調査研究委員）

委　員　長　　古　莊　雅　生　　神戸大学名誉教授 ※

委　　　員　　淺　木　健　司　　海技大学校名誉教授 ※

　　〃　　　　石　黒　一　彦　　神戸大学大学院海事科学研究科准教授 ※

　　〃　　　　山　田　哲　也　　大阪湾水先区水先人会会長 ※

　　〃　　　　太　田　正　紀　　(一社)日本船長協会副会長

　　〃　　　　中　川　　　悟　　日本郵船(株)関西支店支店長代理 ※

　　〃　　　　富　山　　　茂　　(株)商船三井海上安全部部長代理 ※

　　〃　　　　岡　本　龍　太　　川崎汽船(株)関西支店副支店長 ※

　　〃　　　　三　原　重　輝　　三菱重工業(株)神戸艦船製造部船渠長 ※

　　〃　　　　芝　本　　　明　　川崎重工業(株)神戸造船工場基幹職 ※

　　〃　　　　加　藤　琢　二　　神戸旅客船協会会長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　井上　誠　専務理事)

　　〃　　　　大　東　洋　治　　兵庫海運組合理事長

　　〃　　　　久　保　昌　三　　兵庫県港運協会会長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　稲田　重彦　専務理事)

　　〃　　　　石　田　竜　也　　日本押船土運船協会会長

　　〃　　　　寄　神　裕　佑　　神戸起重機船協会会長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　黒﨑　昭夫　業務委員)

　　〃　　　　谷　内　政　彦　　神戸サイロ協議会事務局幹事

　　〃　　　　川　橋　利　明　　全国内航タンカー海運組合関西支部長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　上村　良　事務局長)

　　〃　　　　安　岡　正　雄　　協同組合神戸タグ協会理事長

　　〃　　　　浦　　　隆　幸　　全日本海員組合関西地方支部長

　　〃　　　　吉　岡　幸　治　　神戸港湾労働組合協議会議長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　西澤　昭徳　事務局長)

　　〃　　　　葛　西　正　記　　(株)神戸製鋼所顧問

関係官公庁　　伊　藤　智　人　　第五管区海上保安本部交通部長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　相馬　洋　企画調整官)

　　　　　　　　　　　　　　　　(同席　前田　竜之介　航行安全課海務第二係)

ｗ

ｗ

ｗ
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関係官公庁　　松　村　謙　一　　神戸海上保安部長

　　　　　　　　　　　　　　　　(同席　岡田　秀明　航行安全課長)

　　　　　　　　　　　　　　　　(同席　滝澤　優　航行安全課第一海務係長)

　　〃　　　　道　辻　尋　史　　大阪湾海上交通センター所長

　　　　　　　　　　　　　　　　(同席　松岡　慎介　安全計画課計画調査係長)

　　〃　　　　苔　口　聖　史　　近畿地方整備局港湾空港部長

　　〃　　　　黒　澤　　　茂　　神戸運輸監理部海上安全環境部長

委　託　者　　小　嶋　省　一　　神戸市港湾局副局長

　　〃　　　　村　井　宏　一　　　　 〃 　　海務課課長

　　〃　　　　畔　上　　　慧　　　　 〃 　　空港整備課課長

　　〃　　　　柴　田　雄　輝　　　　 〃 　　　　〃　　係長

　　〃　　　　岡　地　健太郎　　　　 〃 　　　　〃　　係員

関係事業者　　川　口　和　行　　関西エアポート神戸(株)神戸空港本部神戸運用部施設

事　務　局　　奥　原　徳　男　　(公社)神戸海難防止研究会専務理事

　　〃　　　　伊　藤　雅　之　　　　　　　　〃　　　　　上席研究員

　　〃　　　　井　田　英　樹　　　　　　　　〃　　　　　事業部長

　　〃　　　　渡　川　　　明　　　　　　　　〃　　　　　研究部長

　　〃　　　　宇出津　弘　昭　　　　　　　　〃　　　　　総務部長

　　〃　　　　藤　原　　　昇　　　　　　　　〃　　　　　情報システム管理部長

ｗ

ｗ

ｗ

設備ｸﾞﾙｰﾌﾟ調査役
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LNGバンカリング事業に係る航行安全対策検討調査（和歌山地区）

第２回委員会

１　日　　　時　　令和８年１月３０日（火）１４：００～１５：３０

２　場　　　所　　アリストンホテル神戸 5階　カスティーリア

　　　　　　　　　(Web会議併用)

３　出　席　者　　別紙のとおり

４　議　　　題　　

　　（１）第１回委員会議事概要（案）について

　　（２）事業計画の概要（修正版）について

　　（３）StSガイドラインの概要（修正版）について

　　（４）自然環境、航行環境（修正版）について

　　（５）バンカリング実施場所におけるガイドラインに準拠した確認（修正版）について

　　（６）LNGバンカリング事業に係る航行安全対策（地域特性等による追加事項）について

　　（７）報告書の構成について

５　資　　　料

　　（１）検討資料委２－１ 第１回委員会議事概要（案）

　　（２）検討資料委２－２ 事業計画の概要（修正版）（案）

　　（３）検討資料委２－３ StSガイドラインの概要（修正版）（案）

　　（４）検討資料委２－４ 自然環境、航行環境（修正版）（案）

　　（５）検討資料委２－５ バンカリング実施場所におけるガイドラインに準拠した確認

　　　　　　　　　　　　　（修正版）（案）

　　（６）検討資料委２－６ 航行安全対策（案）

　　（７）検討資料委２－７ 報告書構成（案）

　　（８）参考資料委２－１ 第１回委員会における主な指摘事項及びその対応

６　議　　　事

　　　事務局により出席者及び資料の確認を行った後、岩瀬 潔 委員長により議事が進めら

　　れた。閉会にあたり委員長より挨拶が行われた後、委託者の大阪ガスインターナショ

　　ナルトランスポート株式会社 技術部長　山田 裕久 様より挨拶が行われた。

７　審 議 結 果

　　　提示された検討資料は、一部文言について委員会における意見等を盛り込み修正す

　　ることを前提に了承された。

以　上　
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別　紙

出　席　者　名　簿

（順不同・敬称略、　　　　：欠席者　）

　　　　（　 ：Web会議出席者・※：常任調査研究委員）

委　員　長　　岩　瀬　　　潔　　　海技大学校名誉教授 ※

委　　　員　　渕　　　真　輝　　　神戸大学大学院海事科学研究科准教授 ※

　　〃　　　　渡　邉　浩　章　　　和歌山下津水先区水先人会会長

　　〃　　　　滝　浦　文　隆　　　(一社)日本船長協会常務理事

　　〃　　　　中　川　　　悟　　　日本郵船(株)関西支店支店長代理 ※

　　〃　　　　富　山　　　茂　　　(株)商船三井海上安全部部長代理 ※

　　〃　　　　岡　本　龍　太　　　川崎汽船(株)関西支店副支店長 ※

　　〃　　　　浦　　　隆　幸　　　全日本海員組合関西地方支部長

　　〃　　　　郡　　　憲　二　　　南海フェリー(株)常務取締役管理部長

　　〃　　　　小　林　正　明　　　和歌山県海運組合理事長

　　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　泉野　俊信　専務理事)

　　〃　　　　平　野　眞　幸　　　和歌山港運協会会長

　　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　泉野　俊信　専務理事)

　　〃　　　　清　水　　　昭　　　常石由良ドック(株)ドックマスター

　　　　　　　　　　　　　　　　　(同席　高橋　勝彦　工作部長 兼 技術課長)

関係官公庁　　伊　藤　智　人　　　第五管区海上保安本部交通部長

　　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　相馬　洋　企画調整官)

　　　　　　　　　　　　　　　　　(同席　久内　和彦　航行安全課専門官)

　　〃　　　　池　田　紀　道　　　和歌山海上保安部長

　　〃　　　　山　本　有　為　　　海南海上保安署長

　　〃　　　　苔　口　聖　史　　　近畿地方整備局港湾空港部長

　　〃　　　　村　岡　英　一　　　近畿運輸局海上安全環境部長

　　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　富田　真史　船舶安全環境課長)

　　〃　　　　新　見　健　吾　　　和歌山県県土整備部港湾空港局長

　　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　堀　宏匡　港湾空港振興課主任)

ｗ

ｗ

ｗ

ｗ

ｗ

ｗ

ｗ

ｗ

ｗ
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委　託　者（大阪湾LNGシッピング（株）およびその出資者）

　　　　　　＜大阪ガスインターナショナルトランスポート（株）＞

　　〃　　　　山　田　裕　久　　技術部長

　　〃　　　　高　橋　秀　真　　技術部

　　　　　　＜ＮＳユナイテッドタンカー(株)営業部＞

　　〃　　　　小　林　　　稔　　常務取締役

　　〃　　　　今　岡　孝　之　　営業部長

　　　　　　＜ＮＳユナイテッドタンカー(株)船舶部＞

　　〃　　　　藤　丸　美　幸　　取締役船舶部長

　　〃　　　　洲　鎌　洋　康　　船舶部部長代理

関　係　者（大阪ガス(株)）

　　〃　　　　天　辰　弘　二　　海事担当部長

事　務　局　　奥　原　徳　男　　(公社)神戸海難防止研究会専務理事

　　〃　　　　伊　藤　雅　之　　　　　　　〃　　　　　　上席研究員

　　〃　　　　井　田　英　樹　　　　　　　〃　　　　　　事業部長

　　〃　　　　藤　原　　　昇　　　　　　　〃　　　　　　情報システム管理部長

　　〃　　　　伊　藤　　　格　　(株)日本海洋科学コンサルタント事業本部参与

　　〃　　　　高　橋　浩　子　　　　　　　〃　　ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄｸﾞﾙｰﾌﾟ神戸支店支店長代理

　　〃　　　　岡　嶋　祥　子　　　　　　　〃　　ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄｸﾞﾙｰﾌﾟ神戸支店コンサルタント

ｗ

ｗ

ｗ

ｗ

ｗ
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神戸発電所アンモニア混焼プロジェクトに伴う航行安全対策検討調査

ビジュアル操船シミュレータ実験

１　日　　　時　　令和８年２月５日（木）１１：００～

　　　　　　　　　　　　　２月６日（金）１６：２５

２　場　　　所　　商船三井マリテックス(株)シミュレータルーム（東京 田町）

　　　　　　　　　(Web会議併用)

３　出　席　者　　別紙のとおり

４　シミュレータ実験実施内容（予定表）

　　　　【１日目】 １１：００　　　　　　　集合

　　　　　　       １１：００～１１：１０　挨拶、実験概要等説明

　　　　　　       １１：１０～１２：１０　ｹｰｽ1（入港）、リプレイ・評価

　　　　　       　１２：１０～１２：５５　昼食

　　　　　　       １２：５５～１３：３５　ｹｰｽ5（出港）、リプレイ・評価

　　　　　　       １３：３５～１４：３５　ｹｰｽ2（入港）、リプレイ・評価

　　　　　　       １４：３５～１４：４５　休憩

　　　　　       　１４：４５～１５：２５　ｹｰｽ6（出港）、リプレイ・評価

　　　　　　       １５：２５～１６：２５　ｹｰｽ3（入港）、リプレイ・評価

　　　　　　       １６：２５～１７：０５　ｹｰｽ7（出港）、リプレイ・評価

　　　　　　       １７：３０　　　　　　　解散

　　　　【２日目】 ０９：００　　　　　　　集合

　　　　　　       ０９：００～１０：００　ｹｰｽ4（入港）、リプレイ・評価

　　　　　　       １０：００～１０：１０　休憩

　　　　　　       １０：１０～１０：５０　ｹｰｽ8（出港）、リプレイ・評価

　　　　　　       １０：５０～１１：３０　ｹｰｽ9（出港）、リプレイ・評価

　　　　　       　１１：３０～１２：１５　昼食

　　　　　　       １２：１５～１２：５５　ｹｰｽ10（出港）、リプレイ・評価

　　　　　　       １２：５５～１３：３５　ｹｰｽ11（入港）、リプレイ・評価

　　　　　　       １３：３５～１３：４５　休憩

　　　　　　       １３：４５～１４：２５　ｹｰｽ12（出港）、リプレイ・評価

　　　　　　       １４：２５～１６：１５　追加ｹｰｽ

　　　　　　       １６：１５～１６：２５　総評

　　　　　　       １６：２５　　　　　　　解散

以　上　
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別　紙

出　席　者　名　簿（１日目）

（順不同・敬称略、　　　　：欠席者　）

　　　　（※：常任調査研究委員）

部　会　長　　廣　野　康　平　　神戸大学大学院海事科学研究科准教授 ※

委　　　員　　岩　瀬　　　潔　　海技大学校名誉教授 ※

　　〃　　　　西　村　光　司　　大阪湾水先区水先人会副会長 ※

　　〃　　　　太　田　正　紀　　(一社)日本船長協会副会長

　　〃　　　　中　川　　　悟　　日本郵船(株)関西支店支店長代理 ※

　　〃　　　　富　山　　　茂　　(株)商船三井海上安全部部長代理 ※

　　〃　　　　岡　本　龍　太　　川崎汽船(株)関西支店副支店長 ※

操　船　者　　習　田　誠　至　　大阪湾水先区水先人会一級水先人

　　〃　　　　門　田　恭　政　　　　　　〃　　　　　一級水先人

関係官公庁　　伊　藤　智　人　　第五管区海上保安本部交通部長

　　　　　　　　　　　　　　　　(同席　前田　竜之介　航行安全課海務第二係)

　　〃　　　　松　村　謙　一　　神戸海上保安部長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　岡田　秀明　航行安全課長)

　　　　　　　　　　　　　　　　(同席　滝澤　優　航行安全課第一海務係長)

委　託　者＜(株)神戸製鋼所＞

　　〃　　　　葛　西　正　記　　顧問

　　〃　　　　石　川　哲　也　　電力事業部門アンモニア混焼設備建設本部 設備部

　　〃　　　　平　出　洋太郎　　電力事業部門アンモニア混焼設備建設本部 設備部

関係事業者＜(株)コベルコロジスティクス＞

　　〃　　　　本　松　弘　行　　生産物流本部 神戸事業所 原料室

事　務　局　　奥　原　徳　男　　(公社)神戸海難防止研究会専務理事

　　〃　　　　伊　藤　雅　之　　　　　　　〃　　　　　　上席研究員

　　〃　　　　井　田　英　樹　　　　　　　〃　　　　　　事業部長

　　〃　　　　藤　原　　　昇　　　　　　　〃　　　　　　情報システム管理部長

　　〃　　　　大　井　伸　一　　商船三井マリテックス(株)専務執行役員

　　〃　　　　豊　島　伸　匡　　　　　　　〃　　　　　　関西事務所長

　　〃　　　　古　賀　一　弥　　　　　　　〃　　　　　　　〃　　研究員

工事グループ長

工事グループ
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別　紙

出　席　者　名　簿（２日目）

（順不同・敬称略、　　　　：欠席者　）

　　　　（※：常任調査研究委員）

部　会　長　　廣　野　康　平　　神戸大学大学院海事科学研究科准教授 ※

委　　　員　　岩　瀬　　　潔　　海技大学校名誉教授 ※

　　〃　　　　西　村　光　司　　大阪湾水先区水先人会副会長 ※

　　〃　　　　太　田　正　紀　　(一社)日本船長協会副会長

　　〃　　　　中　川　　　悟　　日本郵船(株)関西支店支店長代理 ※

　　〃　　　　富　山　　　茂　　(株)商船三井海上安全部部長代理 ※

　　〃　　　　岡　本　龍　太　　川崎汽船(株)関西支店副支店長 ※

操　船　者　　習　田　誠　至　　大阪湾水先区水先人会一級水先人

　　〃　　　　門　田　恭　政　　　　　　〃　　　　　一級水先人

関係官公庁　　伊　藤　智　人　　第五管区海上保安本部交通部長

　　　　　　　　　　　　　　　　(同席　前田　竜之介　航行安全課海務第二係)

　　〃　　　　松　村　謙　一　　神戸海上保安部長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　岡田　秀明　航行安全課長)

　　　　　　　　　　　　　　　　(同席　滝澤　優　航行安全課第一海務係長)

委　託　者＜(株)神戸製鋼所＞

　　〃　　　　葛　西　正　記　　顧問

　　〃　　　　寺　澤　伸　治　　電力事業部門アンモニア混焼設備建設本部 設備部長

　　〃　　　　市　野　真　也　　電力事業部門アンモニア混焼設備建設本部 設備部

関係事業者＜(株)コベルコロジスティクス＞

　　〃　　　　石　脇　史　郎　　生産物流本部 神戸事業所 所長

事　務　局　　奥　原　徳　男　　(公社)神戸海難防止研究会専務理事

　　〃　　　　伊　藤　雅　之　　　　　　　〃　　　　　　上席研究員

　　〃　　　　井　田　英　樹　　　　　　　〃　　　　　　事業部長

　　〃　　　　藤　原　　　昇　　　　　　　〃　　　　　　情報システム管理部長

　　〃　　　　大　井　伸　一　　商船三井マリテックス(株)専務執行役員

　　〃　　　　豊　島　伸　匡　　　　　　　〃　　　　　　関西事務所長

　　〃　　　　古　賀　一　弥　　　　　　　〃　　　　　　　〃　　研究員

工事グループ
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南海トラフ地震臨時情報発表時における対応状況の

検証と課題に関する調査研究

第３回委員会

１　日　　　時　　令和８年２月１３日（月）１３：３０～１４：３０

２　場　　　所　　三宮コンベンションセンター 5階 502～503号会議室

　　　　　　　　　(Web会議併用)

３　出　席　者　　別紙のとおり

４　議　　　題　　

　　（１）留意点について

　　（２）報告書の構成について

５　資　　　料

　　（１）検討資料委３－１ 留意点（案）

　　（２）検討資料委３－２ 報告書の構成（案）

６　議　　　事

　　　事務局により出席者及び資料の確認を行った後、委員長により議事が進められた。

　　　委員会審議終了後、(公社)神戸海難防止研究会会長 堀 眞琴 より挨拶を行った。

７　審 議 結 果

　　　提示された検討資料は、一部文言について委員会における意見等を盛り込み修正す

　　ることを前提に了承された。

以　上　
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別　紙

出　席　者　名　簿

（順不同・敬称略、　　　　：欠席者）

　　　　（　 ：Web会議出席者・※：常任調査研究委員）

委　員　長　　松　本　宏　之　　海上保安大学校名誉教授 ※

委　　　員　　淺　木　健　司　　海技大学校名誉教授 ※

　　〃　　　　廣　野　康　平　　神戸大学大学院海事科学研究科准教授 ※

　　〃　　　　橋　本　孝　亮　　内海水先区水先人会会長 ※

　　〃　　　　山　田　哲　也　　大阪湾水先区水先人会会長 ※

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　西村　光司　副会長 ※)

　　〃　　　　太　田　正　紀　　(一社)日本船長協会副会長

　　〃　　　　中　川　　　悟　　日本郵船(株)関西支店支店長代理 ※

　　〃　　　　富　山　　　茂　　(株)商船三井海上安全部部長代理 ※

　　〃　　　　岡　本　龍　太　　川崎汽船(株)関西支店副支店長 ※

　　〃　　　　宮　　　昭　久　　(公社)関西小型船安全協会会長

　　〃　　　　川　橋　利　明　　全国内航タンカー海運組合関西支部支部長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　上村　良　事務局長)

関係官公庁　　境　　　祥　光　　第五管区海上保安本部警備救難部長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　柳　兼一　環境防災課長)

　　〃　　　　山　﨑　哲　也　　第五管区海上保安本部海洋情報部長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　福良　博子　監理課長)

　　〃　　　　伊　藤　智　人　　第五管区海上保安本部交通部長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　北村　友佐　航行安全課長)

　　　　　　　　　　　　　　　　(同席　新角　伸浩　航行安全課専門官)

　　〃　　　　苔　口　聖　史　　近畿地方整備局港湾空港部長

　　〃　　　　村　岡　英　一　　近畿運輸局海上安全環境部長

　　〃　　　　黒　澤　　　茂　　神戸運輸監理部海上安全環境部長

　　〃　　　　田　利　信二朗　　大阪管区気象台気象防災部地震津波対策調整官

　　　　　　　　　　　　　　　　(同席　坂井　めぐみ　気候変動・海洋情報調整官)

　　〃　　　　宮　下　明　子　　大阪港湾局施設管理部海務課長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　西村　和展　海務課担当係長)

　　〃　　　　前　田　直　昭　　兵庫県土木部港湾課長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　奥野　哲史　主査)

　　〃　　　　村　井　宏　一　　神戸市港湾局海務課長

ｗ

ｗ

ｗ

ｗ

ｗ

ｗ

ｗ

ｗ

ｗ

ｗ
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事　務　局　　堀　　　眞　琴　　(公社)神戸海難防止研究会会長

　　〃　　　　奥　原　徳　男　　　　　　　〃　　　　　　専務理事

　　〃　　　　渡　川　　　明　　　　　　　〃　　　　　　研究部長

　　〃　　　　藤　原　　　昇　　　　　　　〃　　　　　　情報システム管理部長

　　〃　　　　髙　橋　浩　子　　(株)日本海洋科学神戸支店支店長代理

　　〃　　　　中　末　陽　介　　　　　〃　　　　学経営企画グループ調査役
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新港・灘浜航路工区鋼斜張橋工事の海上施工に関わる

航行安全対策検討（第一段階）調査　第３回委員会

１　日　　　時　　令和８年２月２４日（水）１３：３０～１６：００

２　場　　　所　　神戸駅前研修センター 3階　307号室

　　　　　　　　　(Web会議併用)

３　出　席　者　　別紙のとおり

４　議　　　題　　

　　（１）第２回委員会議事概要（案）について

　　（２）海上工事に伴う海域の使用条件に係る船舶航行安全性の取りまとめについて

　　（３）海上工事に伴う海域の使用条件等の基本的な船舶航行安全対策の検討について

５　資　　　料

　　（１）検討資料委３－１ 第２回委員会議事概要（案）

　　（２）検討資料委３－２ 課題と航行安全性（修正版）（案）

　　（３）検討資料委３－３ 基本的な航行安全対策（案）

　　（４）検討資料委２－４ 課題と航行安全性（案）

　　（５）参考資料委３－１ 第２回委員会での主な指摘事項及びその対応

６　議　　　事

　　　事務局により出席者及び資料の確認を行った後、古莊 雅生 委員長により議事が進め

　　られた。

７　審 議 結 果

　　　提示された検討資料は、一部文言について委員会における意見等を盛り込み修正す

　　ることを前提に了承された。

以　上　
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別　紙

出　席　者　名　簿

（順不同・敬称略、　　　　：欠席者）

　　　　（　 ：Web会議出席者・※：常任調査研究委員）

委　員　長　　古　莊　雅　生　　神戸大学名誉教授 ※

委　　　員　　淺　木　健　司　　海技大学校名誉教授 ※

　　〃　　　　石　黒　一　彦　　神戸大学大学院海事科学研究科准教授 ※

　　〃　　　　山　田　哲　也　　大阪湾水先区水先人会会長 ※

　　〃　　　　太　田　正　紀　　(一社)日本船長協会副会長 ※

　　〃　　　　中　川　　　悟　　日本郵船(株)関西支店支店長代理 ※

　　〃　　　　富　山　　　茂　　(株)商船三井海上安全部部長代理 ※

　　〃　　　　岡　本　龍　太　　川崎汽船(株)関西支店副支店長 ※

　　〃　　　　三　原　重　輝　　三菱重工業(株)神戸艦船部船渠長 ※

　　〃　　　　芝　本　　　明　　川崎重工業(株)神戸造船工場操船担当 ※

　　〃　　　　加　藤　琢　二　　神戸旅客船協会会長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　井上　誠　専務理事)

　　〃　　　　大　東　洋　治　　兵庫海運組合理事長

　　〃　　　　久　保　昌　三　　兵庫県港運協会会長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　稲田　重彦　専務理事)

　　〃　　　　石　田　竜　也　　日本押船土運船協会会長

　　〃　　　　寄　神　裕　佑　　神戸起重機船協会会長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　黒﨑　昭夫　業務委員)

　　〃　　　　安　岡　正　雄　　協同組合神戸タグ協会理事長

　　〃　　　　森　本　泰　暢　　兵庫県倉庫協会会長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　西川　恵太郎　専務理事)

　　〃　　　　須　藤　明　彦　　神戸海運貨物取扱業組合理事長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　船引　雅彦　専務理事)

　　〃　　　　谷　内　政　彦　　神戸サイロ協議会事務局幹事

　　〃　　　　上　村　　　良　　全国内航タンカー海運組合関西支部事務局長

　　〃　　　　浦　　　隆　幸　　全日本海員組合関西地方支部長

　　〃　　　　吉　岡　幸　治　　神戸港湾労働組合協議会議長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　西澤　昭徳　事務局長)

　　〃　　　　山　下　裕　久　　ジャンボフェリー(株)取締役船舶部長

ｗ

ｗ

ｗ

ｗ

ｗ
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委　　　員　　成　尾　和　也　　宮崎カーフェリー(株)運航管理者

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　汐﨑　耕輔　関西支店 海務監督 副運航管理者)

　　〃　　　　葛　西　正　記　　(株)神戸製鋼所顧問

　　〃　　　　隅　田　　　等　　神戸港はしけ運送事業協同組合理事長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　阿宮　信人　航行安全部会委員)

　　　　　　　　　　　　　　　　(同席　大和　晋　専務理事)

　　　　　　　　　　　　　　　　(同席　中島　由貴　航行安全部会委員)

関係官公庁　　伊　藤　智　人　　第五管区海上保安本部交通部長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　相馬　洋　企画調整官)

　　　　　　　　　　　　　　　　(同席　前田　竜之介　航行安全課海務第二係)

　　〃　　　　松　村　謙　一　　神戸海上保安部長

　　　　　　　　　　　　　　　　(同席　岡田　秀明　航行安全課長)

　　　　　　　　　　　　　　　　(同席　南　純平　航行安全課第二海務係長)

　　〃　　　　道　辻　尋　史　　大阪湾海上交通センター所長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　堀　成吾　次長)

　　　　　　　　　　　　　　　　(同席　堀辺　哲雄　安全計画課長)

　　〃　　　　苔　口　聖　史　　近畿地方整備局港湾空港部長

　　〃　　　　岡　村　知　則　　神戸運輸監理部海事振興部長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　大當　伸子　旅客課長)

　　〃　　　　小　嶋　省　一　　神戸市港湾局副局長

　　　　　　　　　　　　　　　　(同席　村井　宏一　海務課長)

　　　　　　　　　　　　　　　　(同席　藤元　功　港湾計画課長)

　　　　　　　　　　　　　　　　(同席　細谷　貴　港湾計画課係長)

オブザーバー　　市　岡　章　伸　　シェルルブリカンツジャパン(株)神戸事業所業務

　　〃　　　　山　下　武　常　　ＥＮＥＯＳ(株)神戸油槽所長

　　〃　　　　満　井　　　滋　　セントラル・タンクターミナル(株)神戸事業所長

　　〃　　　　内　田　　　宏　　(株)東洋信号通信社関西エリア統括マネージャー

　　〃　　　　中　野　達　彦　　　　　　〃　　　　神戸港グループリーダー

委　託　者　（阪神高速道路株式会社 建設事業本部 神戸建設部）

　　〃　　　　糸　川　智　章　　部長

　　〃　　　　瀬　川　利　明　　次長

　　〃　　　　流　田　寛　之　　企画課課長

　　〃　　　　玉　田　和　也　　企画課課長代理

ｗ

ｗ

ｗ

ｗ

ｗ

チームマネージャー
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委　託　者　　髙　橋　祐　史　　湾岸西伸第二建設事業所所長

　　〃　　　　今　田　勝　昭　　　　　　　〃　　　　　担当課長

　　〃　　　　伊　佐　政　晃　　　　　　　〃　　　　　主任

　　〃　　　　福　岡　純　一　　　　　　　〃　　　　　担当

　　〃　　　　梶　山　千　穂　　　　　　　〃　　　　　担当

関係事業者　（近畿地方整備局 神戸港湾事務所）

　　〃　　　　桑　原　賢　二　　技術企画官

　　〃　　　　佐々木　利　章　　第三建設管理官室先任建設管理官

　　〃　　　　松　田　智　太　　　　　〃　　　　建設管理官

　　〃　　　　武　智　　　新　　　　　〃　　　　係員

関係事業者　（近畿地方整備局 浪速国道事務所）

　　〃　　　　森　田　　　功　　大阪湾岸道路整備推進室建設専門官

事　務　局　　奥　原　徳　男　　(公社)神戸海難防止研究会専務理事

　　〃　　　　伊　藤　雅　之　　　　　　　〃　　　　　　上席研究員

　　〃　　　　井　田　英　樹　　　　　　　〃　　　　　　事業部長

　　〃　　　　渡　川　　　明　　　　　　　〃　　　　　　研究部長

　　〃　　　　宇出津　弘　昭　　　　　　　〃　　　　　　総務部長

　　〃　　　　藤　原　　　昇　　　　　　　〃　　　　　　情報システム管理部長

ｗ

ｗ
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大阪港新島周辺海域の新たな船舶交通環境の構築に関する調査研究

第２回検討部会

１　日　　　時　　令和８年２月２７日（金）１４：００～１５：３０

２　場　　　所　　神戸海難防止研究会会議室

　　　　　　　　　(Web会議)

３　出　席　者　　別紙のとおり

４　議　　　題　　

　　（１）海難の分析結果について

　　（２）AISデータによる船舶交通実態の解析結果及び評価について

　　（３）船舶交通流シミュレーションに付与すべき条件等について

５　資　　　料

　　（１）検討資料検２－１ 海難の分析結果及びAISデータ解析結果（案）

　　（２）検討資料検２－２ 船舶交通流シミュレーションに付与すべき条件等（案）

　　（３）参考資料検２－１ 急舵・急減速を行った事例の時系列展開図

６　議　　　事

　　　事務局より出席者の確認及び資料の確認を行った後、山田 多津人 部会長より議事が

　　進められた。

以　上　
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別　紙

出　席　者　名　簿

（順不同・敬称略、　　　　：欠席者）

　　　　（　 ：Web会議出席者・※：常任調査研究委員）

部　会　長　　山　田　多津人　　海上保安大学校教授

委　　　員　　長　澤　　　明　　海上保安大学校名誉教授 ※

　　〃　　　　万　谷　小百合　　海技大学校教授 ※

　　〃　　　　渕　　　真　輝　　神戸大学大学院海事科学研究科准教授 ※

　　〃　　　　山　田　哲　也　　大阪湾水先区水先人会会長 ※

　　〃　　　　藤　田　伸　吾　　(一社)日本船長協会参与

　　〃　　　　中　川　　　悟　　日本郵船(株)関西支店支店長代理 ※

　　〃　　　　富　山　　　茂　　(株)商船三井海上安全部部長代理 ※

　　〃　　　　岡　本　龍　太　　川崎汽船(株)関西支店副支店長 ※

　　〃　　　　進　藤　正　士　　近畿旅客船協会安全対策委員

関係官公庁　　伊　藤　智　人　　第五管区海上保安本部交通部長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　久内　和彦　航行安全課専門官)

　　〃　　　　宮　本　勝　通　　大阪海上保安監部長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　今井　征司　次長)

　　〃　　　　道　辻　尋　史　　大阪湾海上交通センター所長

事　務　局　　奥　原　徳　男　　(公社)神戸海難防止研究会専務理事

　　〃　　　　渡　川　　　明　　　　　　　〃　　　　　　研究部長

　　〃　　　　藤　原　　　昇　　　　　　　〃　　　　　　情報システム管理部長

　　〃　　　　豊　島　伸　匡　　商船三井マリテックス(株)関西事務所長

　　〃　　　　古　賀　一　弥　　　　　　　〃　　　　　　　　〃　　研究員

ｗ

ｗ

ｗ

ｗ

ｗ

ｗ

ｗ

ｗ

ｗ

ｗ

ｗ

ｗ
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大阪港新島周辺海域の新たな船舶交通環境の構築に関する調査研究

第２回委員会

１　日　　　時　　令和８年３月２５日（水）１４：００～１５：１０

２　場　　　所　　神戸ポートオアシス 5階 502～503号会議室

　　　　　　　　　(Web会議併用)

３　出　席　者　　別紙のとおり

４　議　　　題　　

　　（１）課題の抽出について

　　（２）船舶交通流シミュレーション実施方案について

　　（３）報告書の構成について

５　資　　　料

　　（１）検討資料委２－１ 課題の抽出及び船舶交通流シミュレーション実施方案（案）

　　（２）検討資料委２－２ 報告書の構成（案）

６　議　　　事

　　　事務局により出席者及び資料の確認を行った後、長澤 明 委員長により議事が進めら

　　れた。

７　審 議 結 果

　　　提示された検討資料は、一部文言について委員会における意見等を盛り込み修正す

　　ることを前提に了承された。

以　上　



－55－

別　紙

出　席　者　名　簿

（順不同・敬称略、　　　　：欠席者）

　　　　（　 ：Web会議出席者・※：常任調査研究委員）

委　員　長　　長　澤　　　明　　海上保安大学校名誉教授 ※

委　　　員　　山　田　多津人　　海上保安大学校教授

　　〃　　　　万　谷　小百合　　海技大学校教授 ※

　　〃　　　　渕　　　真　輝　　神戸大学大学院海事科学研究科准教授 ※

　　〃　　　　石　黒　一　彦　　神戸大学大学院海事科学研究科准教授 ※

　　〃　　　　山　田　哲　也　　大阪湾水先区水先人会会長 ※

　　〃　　　　藤　田　伸　吾　　(一社)日本船長協会参与

　　〃　　　　中　川　　　悟　　日本郵船(株)関西支店支店長代理 ※

　　〃　　　　富　山　　　茂　　(株)商船三井海上安全部部長代理 ※

　　〃　　　　岡　本　龍　太　　川崎汽船(株)関西支店副支店長 ※

　　〃　　　　宮　　　昭　久　　(公社)関西小型船安全協会会長

　　〃　　　　川　橋　利　明　　全国内航タンカー海運組合関西支部支部長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　上村　良　事務局長)

　　〃　　　　進　藤　正　士　　近畿旅客船協会安全対策委員

関係官公庁　　伊　藤　智　人　　第五管区海上保安本部交通部長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　新角　伸浩　航行安全課専門官)

　　〃　　　　宮　本　勝　通　　大阪海上保安監部長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　今井　征司　次長)

　　〃　　　　道　辻　尋　史　　大阪湾海上交通センター所長

　　　　　　　　　　　　　　　　(同席　岡村　諭　安全計画課安全対策係長)

　　〃　　　　苔　口　聖　史　　近畿地方整備局港湾空港部長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　中官　利之　港湾空港整備・補償課長)

　　〃　　　　村　岡　英　一　　近畿運輸局海上安全環境部長

　　〃　　　　宮　下　明　子　　大阪港湾局施設管理部海務課長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　西村　和展　海務課担当係長)

　　　　　　　　　　　　　　　　(同席　原田　寿里　海務課係員)

事　務　局　　奥　原　徳　男　　(公社)神戸海難防止研究会専務理事

　　〃　　　　渡　川　　　明　　　　　　　〃　　　　　　研究部長

　　〃　　　　藤　原　　　昇　　　　　　　〃　　　　　　情報システム管理部長

ｗ

ｗ

ｗ

ｗ

ｗ

ｗ

ｗ

ｗ

ｗ
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事　務　局　　豊　島　伸　匡　　商船三井マリテックス(株)関西事務所長

　　〃　　　　古　賀　一　弥　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　研究員

　　〃　　　　福　居　華　子　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　アソシエイト
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新港・灘浜航路工区鋼斜張橋工事の海上施工に関わる

航行安全対策検討（第一段階）調査　第４回委員会

１　日　　　時　　令和８年３月３０日（月）１３：３０～１５：１０

２　場　　　所　　神戸駅前研修センター 3階　307号室

　　　　　　　　　(Web会議併用)

３　出　席　者　　別紙のとおり

４　議　　　題　　

　　（１）第３回委員会議事概要（案）について

　　（２）課題と航行安全性について

　　（３）基本的な船舶航行安全対策について

　　（４）報告書の構成について

５　資　　　料

　　（１）検討資料委４－１ 第３回委員会議事概要（案）

　　（２）検討資料委４－２ 課題と航行安全性（修正版）（案）

　　（３）検討資料委４－３ 基本的な航行安全対策（修正版）（案）

　　（４）検討資料委４－４ 報告書構成（案）

　　（５）参考資料委４－１ 第３回委員会での主な指摘事項及びその対応

６　議　　　事

　　　事務局により出席者及び資料の確認を行った後、古莊 雅生 委員長により議事が進め

　　られた。閉会にあたり委員長より挨拶が行われた後、委託者の阪神高速道路株式会社 

　　建設事業本部 神戸建設部 次長　瀬川 利明 様より挨拶が行われた。

７　審 議 結 果

　　　提示された検討資料は、一部文言について委員会における意見等を盛り込み修正す

　　ることを前提に了承された。

以　上　
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別　紙

出　席　者　名　簿

（順不同・敬称略、　　　　：欠席者）

　　　　（　 ：Web会議出席者・※：常任調査研究委員）

委　員　長　　古　莊　雅　生　　神戸大学名誉教授 ※

委　　　員　　淺　木　健　司　　海技大学校名誉教授 ※

　　〃　　　　石　黒　一　彦　　神戸大学大学院海事科学研究科准教授 ※

　　〃　　　　山　田　哲　也　　大阪湾水先区水先人会会長 ※

　　〃　　　　太　田　正　紀　　(一社)日本船長協会副会長

　　〃　　　　中　川　　　悟　　日本郵船(株)関西支店支店長代理 ※

　　〃　　　　富　山　　　茂　　(株)商船三井海上安全部部長代理 ※

　　〃　　　　岡　本　龍　太　　川崎汽船(株)関西支店副支店長 ※

　　〃　　　　三　原　重　輝　　三菱重工業(株)神戸艦船部船渠長 ※

　　〃　　　　芝　本　　　明　　川崎重工業(株)神戸造船工場操船担当 ※

　　〃　　　　加　藤　琢　二　　神戸旅客船協会会長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　井上　誠　専務理事)

　　〃　　　　大　東　洋　治　　兵庫海運組合理事長

　　〃　　　　久　保　昌　三　　兵庫県港運協会会長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　稲田　重彦　専務理事)

　　〃　　　　石　田　竜　也　　日本押船土運船協会会長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　久保　信治　業務委員)

　　〃　　　　寄　神　裕　佑　　神戸起重機船協会会長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　黒﨑　昭夫　業務委員)

　　〃　　　　安　岡　正　雄　　協同組合神戸タグ協会理事長

　　〃　　　　森　本　泰　暢　　兵庫県倉庫協会会長

　　〃　　　　須　藤　明　彦　　神戸海運貨物取扱業組合理事長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　船引　雅彦　専務理事)

　　〃　　　　谷　内　政　彦　　神戸サイロ協議会事務局幹事

　　〃　　　　上　村　　　良　　全国内航タンカー海運組合関西支部事務局長

　　〃　　　　浦　　　隆　幸　　全日本海員組合関西地方支部長

　　〃　　　　吉　岡　幸　治　　神戸港湾労働組合協議会議長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　西澤　昭徳　事務局長)

　　〃　　　　山　下　裕　久　　ジャンボフェリー(株)取締役船舶部長

ｗ

ｗ

ｗ

ｗ

ｗ

ｗ

ｗ
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委　　　員　　成　尾　和　也　　宮崎カーフェリー(株)運航管理者

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　汐﨑　耕輔　関西支店 海務監督 副運航管理者)

　　〃　　　　葛　西　正　記　　(株)神戸製鋼所顧問

　　〃　　　　隅　田　　　等　　神戸港はしけ運送事業協同組合理事長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　阿宮　信人　航行安全部会委員)

　　　　　　　　　　　　　　　　(同席　大和　晋　専務理事)

　　　　　　　　　　　　　　　　(同席　中島　由貴　航行安全部会委員)

関係官公庁　　伊　藤　智　人　　第五管区海上保安本部交通部長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　相馬　洋　企画調整官)

　　　　　　　　　　　　　　　　(同席　前田　竜之介　航行安全課海務第二係)

　　〃　　　　松　村　謙　一　　神戸海上保安部長

　　　　　　　　　　　　　　　　(同席　岡田　秀明　航行安全課長)

　　　　　　　　　　　　　　　　(同席　南　純平　航行安全課第二海務係長)

　　〃　　　　道　辻　尋　史　　大阪湾海上交通センター所長

　　　　　　　　　　　　　　　　(同席　堀辺　哲雄　安全計画課長)

　　〃　　　　苔　口　聖　史　　近畿地方整備局港湾空港部長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　中官　利之　港湾空港整備・補償課長)

　　〃　　　　岡　村　知　則　　神戸運輸監理部海事振興部長

　　〃　　　　小　嶋　省　一　　神戸市港湾局副局長

　　　　　　　　　　　　　　　　(同席　藤元　功　港湾計画課長)

　　　　　　　　　　　　　　　　(同席　細谷　貴　港湾計画課係長)

オブザーバー　　市　岡　章　伸　　シェルルブリカンツジャパン(株)神戸事業所業務

　　〃　　　　山　下　武　常　　ＥＮＥＯＳ(株)神戸油槽所長

　　〃　　　　満　井　　　滋　　セントラル・タンクターミナル(株)神戸事業所長

　　〃　　　　内　田　　　宏　　(株)東洋信号通信社関西エリア統括マネージャー

　　〃　　　　中　野　達　彦　　　　　　〃　　　　神戸港グループリーダー

委　託　者　（阪神高速道路株式会社 建設事業本部 神戸建設部）

　　〃　　　　瀬　川　利　明　　次長

　　〃　　　　流　田　寛　之　　企画課課長

　　〃　　　　玉　田　和　也　　企画課課長代理

　　〃　　　　髙　橋　祐　史　　湾岸西伸第二建設事業所所長

　　〃　　　　今　田　勝　昭　　　　　　　〃　　　　　担当課長

　　〃　　　　伊　佐　政　晃　　　　　　　〃　　　　　主任

　　〃　　　　福　岡　純　一　　　　　　　〃　　　　　担当

　　〃　　　　梶　山　千　穂　　　　　　　〃　　　　　担当

ｗ

ｗ

ｗ

ｗ

ｗ

チームマネージャー
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関係事業者　（近畿地方整備局 神戸港湾事務所）

　　〃　　　　桑　原　賢　二　　技術企画官

　　〃　　　　松　田　智　太　　第三建設管理官室建設管理官

　　〃　　　　武　智　　　新　　　　　〃　　　　係員

関係事業者　（近畿地方整備局 浪速国道事務所）

　　〃　　　　藤　原　克　也　　副所長

事　務　局　　奥　原　徳　男　　(公社)神戸海難防止研究会専務理事

　　〃　　　　伊　藤　雅　之　　　　　　　〃　　　　　　上席研究員

　　〃　　　　井　田　英　樹　　　　　　　〃　　　　　　事業部長

　　〃　　　　渡　川　　　明　　　　　　　〃　　　　　　研究部長

　　〃　　　　宇出津　弘　昭　　　　　　　〃　　　　　　総務部長

　　〃　　　　藤　原　　　昇　　　　　　　〃　　　　　　情報システム管理部長

ｗ

ｗ
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第１２４回　業務運営会議

１　日　　　時　　令和８年１月２１日（水）１２:００～１３:００

２　場　　　所　　神戸海難防止研究会　会議室

３　出　席　者　　（順不同・敬称略）

　　　　　　　　　　　堀　　　眞　琴　　(公社)神戸海難防止研究会会長

　　　業務執行理事　　奥　原　徳　男　　(公社)神戸海難防止研究会専務理事

　　　構　 成　 員　　奥　田　成　幸　　海技大学校名誉教授

　　　　　 〃 　　　　 橋　本　孝　亮　　内海水先区水先人会会長

　　　　　 〃 　　　　 山　田　哲　也　　大阪湾水先区水先人会会長

　　　　　 〃 　　　　 小　林　靖　匡　　日本郵船(株)関西支店長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　中川　悟　支店長代理)

　　　　　 〃 　　　　 中　村　紳　也　　(一社)日本船長協会会長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　太田　正紀　副会長)

　　　　　 〃 　　　　 増　子　祐　司　　(株)商船三井関西支店長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　富山　茂　海上安全部部長代理)

　　　　　 〃 　　　　 岡　本　龍　太　　川崎汽船(株)関西支店副支店長

　　　　　 〃 　　　　葛　西　正　記　　(株)神戸製鋼所顧問

　　　事　 務　 局　　宇出津　弘　昭　　(公社)神戸海難防止研究会総務部長

　　　　　 〃 　　　　井　田　英　樹　　(公社)神戸海難防止研究会事業部長

　　　　　 〃 　　　　藤　原　　　昇　　(公社)神戸海難防止研究会情報システム

４　議　　　題

　　（１）業務報告等について

　　（２）その他

５　資　　　料

　　席上配布

　　　資料１　業務報告等

以　上　

議 長
代 表 理 事

管理部長



第１２５回　業務運営会議

１　日　　　時　　令和８年２月１８日（水）１２:００～１３:００

２　場　　　所　　神戸海難防止研究会　会議室

３　出　席　者　　（順不同・敬称略）

　　　　　　　　　　　堀　　　眞　琴　　(公社)神戸海難防止研究会会長

　　　業務執行理事　　奥　原　徳　男　　(公社)神戸海難防止研究会専務理事

　　　構　 成　 員　　奥　田　成　幸　　海技大学校名誉教授

　　　　　 〃 　　　　 橋　本　孝　亮　　内海水先区水先人会会長

　　　　　 〃 　　　　 山　田　哲　也　　大阪湾水先区水先人会会長

　　　　　 〃 　　　　 小　林　靖　匡　　日本郵船(株)関西支店長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　中川　悟　支店長代理)

　　　　　 〃 　　　　 中　村　紳　也　　(一社)日本船長協会会長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　太田　正紀　副会長)

　　　　　 〃 　　　　 増　子　祐　司　　(株)商船三井関西支店長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　富山　茂　海上安全部部長代理)

　　　　　 〃 　　　　 岡　本　龍　太　　川崎汽船(株)関西支店副支店長

　　　　　 〃 　　　　葛　西　正　記　　(株)神戸製鋼所顧問

　　　事　 務　 局　　宇出津　弘　昭　　(公社)神戸海難防止研究会総務部長

　　　　　 〃 　　　　井　田　英　樹　　(公社)神戸海難防止研究会事業部長

　　　　　 〃 　　　　藤　原　　　昇　　(公社)神戸海難防止研究会情報システム

４　議　　　題

　　（１）業務報告等について

　　（２）常任調査研究委員の委嘱について

　　（３）その他

５　資　　　料

　　席上配布

　　　資料１　業務報告等

　　　資料２　常任調査研究委員の委嘱について

以　上　

議 長
代 表 理 事

管理部長
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第１２６回　業務運営会議

１　日　　　時　　令和８年３月１８日（水）１２:００～１２:５５

２　場　　　所　　神戸海難防止研究会　会議室

３　出　席　者　　（順不同・敬称略）　　　　　は欠席者

　　　　　　　　　　　堀　　　眞　琴　　(公社)神戸海難防止研究会会長

　　　業務執行理事　　奥　原　徳　男　　(公社)神戸海難防止研究会専務理事

　　　構　 成　 員　　奥　田　成　幸　　海技大学校名誉教授

　　　　　 〃 　　　　 橋　本　孝　亮　　内海水先区水先人会会長

　　　　　 〃 　　　　 山　田　哲　也　　大阪湾水先区水先人会会長

　　　　　 〃 　　　　 小　林　靖　匡　　日本郵船(株)関西支店長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　中川　悟　支店長代理)

　　　　　 〃 　　　　 中　村　紳　也　　(一社)日本船長協会会長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　太田　正紀　副会長)

　　　　　 〃 　　　　 増　子　祐　司　　(株)商船三井関西支店長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　富山　茂　海上安全部部長代理)

　　　　　 〃 　　　　 岡　本　龍　太　　川崎汽船(株)関西支店副支店長

　　　　　 〃 　　　　葛　西　正　記　　(株)神戸製鋼所顧問

　　　事　 務　 局　　宇出津　弘　昭　　(公社)神戸海難防止研究会総務部長

　　　　　 〃 　　　　井　田　英　樹　　(公社)神戸海難防止研究会事業部長

　　　　　 〃 　　　　藤　原　　　昇　　(公社)神戸海難防止研究会情報システム

４　議　　　題

　　（１）業務報告等について

　　（２）常任調査研究委員の委嘱について

　　（３）その他

５　資　　　料

　　席上配布

　　　資料１　業務報告等

　　　資料２　常任委員名簿

以　上　

議 長
代 表 理 事

管理部長
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第２８回　バーチャルAIS航路標識に関する考察

海上保安大学校名誉教授 　 

　　神戸大学リサーチフェロー　

松　本　宏　之　 　　
　

　海図を見ると、ほとんどの法定航路の端には灯浮標（ブイ）が設置されているが、ブイは

ふれまわりがあるために、厳密にいえば正確な位置を示しているとは限らないと、航海学の

授業で教わったことがある。実務上は問題ないものの、ブイがふれまわると必ずしもブイが

海図上の航路の端を示しているとは限らず、操船者の認識と実際の航路の位置や形状が異な

る場合もありうるので、学会で法的な問題点を議論した記憶がある。水深にもよると思うが、

仮に潮流や風などで多少のズレが生じた場合、通航する船舶が航路内だと思っていても、実

は航路外通航だったということも理論上は起こりうる。もちろんブイに極端に接近して航過

する船舶は少ないので、操船上はブイのふれまわりが問題になることはないと思われるが、

ブイとブイの間を航路の法線として認識して航行する場合は、ブイに衝突する心配がない分

だけ外側に寄ることもありうる。航路法線の幅がどれくらいあるのかはわからないが、航路

内とは船体の一部が法線にかかればよいのか、船体の全部が法線の内側でなければならない

のかといった形而上学的な問題も、学会ではまじめに議論することもある。机上の空論かも

しれないが・・・。

　ところが最近はバーチャルAIS航路標識（以後、バーチャルAISという。）なるものが現れ、

船舶に搭載されている機器等に正確なブイの位置が示されるようになり、ふれまわりの問題

点が解消された。バーチャルAISは、AISを活用し、実際には存在しない航路標識のシンボル

マークを航海用レーダーや電子海図上に仮想表示させるもので、本州沿岸域に現在22基が設

置されている（2025年末）。具体的には、2015年11月に明石海峡航路北東方、由良瀬戸（北、

南）にて日本初のバーチャルAISの運用が正式に開始され、その後、伊良湖水道航路第四号、伊

豆大島西岸沖推薦航路（北、南）、周防灘（第二、第四、第六）、伊予灘（第二、第四、第

六、第九）、東京湾口（第一、第二、第三）、東京西航路第六号、潮岬沖推薦航路（東、西、

南方）、来島海峡西口（A、B）に設置された。

　これらは海上交通安全法上の経路指定やIMO推薦航路の設定などが設置のきっかけとなって

いるが、国際海事機関（IMO）における航海用レーダーの性能基準の改正（2014年）という国

際的動向を踏まえたものでもある。なお、AIS航路標識には、実在しない航路標識を遠隔地か

ら表示するバーチャルタイプのほか、実在する航路標識を当該場所から表示するリアルタイ

プや遠隔地から表示するシンセタイプのものがある。また伊予灘や周防灘の推薦航路では、

従来から設置されていたブイの一部を撤去して、実在するブイとバーチャルAISを交互に配置

して推薦航路を示すパターンを2018年10月から試行し、その有効性が確認されたので2024年1

月から正式に運用を開始されている。

　一方、わが国におけるバーチャルAISの実証実験は、設置前後に明石海峡航路東側出入口付

近海域や由良瀬戸（友ケ島水道）付近海域で行われたが、経路指定遵守率は向上しており、航

船 舶 交 通 随 感
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行指標としての一定の有効性は確認されている。また、その当時に行った操船者等へのアンケ

ート調査では、AIS搭載船舶は自動的に表示されるために経路指定のポイントが容易に視認で

きて、安全性の向上に寄与しているとする意見が多くあり、有効であるとする意見も95％であ

った。いずれにしても良好な評価が得られているが、AIS非搭載船舶も存在するためにすべて

の船舶がバーチャルAISを確認できているわけではなく、整流効果を過大視することへの危険

性も指摘されている。

　蛇足になるが、当時の経路指定の遵守率は明石海峡航路東方が9割台と高いものの、友ケ島

水道は北航船が8割台と低くなっており、南航船は5割台とさらに低くなっているとする調査結

果もある。ちなみに、友ケ島水道では淡路島と友ケ島の南北にバーチャルAISを表示し、この2

点を結んだ線が中央ラインの役割を果たし、船舶の右側通航を誘導している。経路指定が行わ

れて間もない時期に行われた調査だったので、現在は遵守率が高くなっていると思われるが、

北航船に比べて南航船の遵守率が低くなった要因を詳細に分析した上で、遵守率を高める方策

を検討する必要があろう。また、既存のブイを撤去した後にバーチャルAISを設置した場合は、

過去の経験から形成されてきた既存の交通流が持続することも期待できるが、何もなかった海

域に新たにバーチャルAISだけを設置した場合は、認知度の点において差異があるために遵守

率も悪くなることが考えられるので、今後も効果的な広報活動が必要になると思われる。

　ところでバーチャルAISが設置されてすでに10年を経過したが、バーチャルAISのメリットと

しては次のようなことが挙げられている。第一に、水深が非常に深い海域など、実物のブイの

設置が困難な深水域でもバーチャルAISなら比較的容易に設置可能である。第二に海域利用者

等の反対で実物のブイを設置できない航路の端等も、バーチャルAISなら比較的容易に設置可

能である。現在、バーチャルAISが設置されている明石海峡航路北東方や由良瀬戸（北、南）

は、漁業関係者との利害調整において実物のブイの設置が困難な状態だったと聞いている。

　第三に、震災などで流出したブイや沈船の位置、緊急確保航路、交通制限の区域などを早急

に知らせる指標としての活用が期待できる。例えば海上保安庁は、台風等の異常気象時におけ

る船舶の事故防止対策の一環として、バーチャルAISを一時的に表示する緊急表示制度を2021

年7月に創設した。この制度では、AIS信号所（許可標識）の管理者が行う一時表示と海上保安

庁が代行して行う一時表示があるが、2022年に大型かつ猛烈な強さの台風第14号が近畿地方に

接近した際には、船舶の避難勧告等の発令にあわせて、阪神港堺泉北区にあるシーバース付近

で制度創設後初となるバーチャルAISの緊急表示が実施され、施設に船舶が衝突する事故を防

ぐことができた。また台風、津波その他の異常な気象又は海象により視界の悪化が見込まれる

場合でも、ただちに重要施設等の周辺海域にバーチャルAISを一時的に表示することができる

ため、船舶の衝突事故の未然防止に貢献すると思われる。

　その他、実物のブイの設置には多額の費用を計上しなければならず、かつ定期的なメインテ

ナンスも必要となるが、バーチャルAISであれば経費もそこまではかからないであろう。最近、

瀬戸内海の既存のブイを撤去して、バーチャルAISに置き換える動きがある。2026年度に関し

ては、播磨灘航路や播磨灘北航路にバーチャルAISを新たに設置し、播磨灘北航路第二号灯浮標

を撤去する計画がある。この試行運用後には、アンケート調査やAISデータ等を分析すると聞

いているが、有意義な施策だけに将来を見据えた総合的な安全性評価に期待したいものである。
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○　事 務 日 誌 抄

（Ｒ８．１．１～Ｒ８．３．３１）

月 日 曜日 時間 委 員 会 名 実 施 場 所

1.14

1.16

〃　 

1.20

1.21

1.23

1.30

2. 5

  2. 6

2.13

2.18

2.24

2.25

2.27

3.18

3.25

3.27

3.30

（水）

（金）

〃

（火）

（水）

（金）

（金）

（木）

（金）

（金）

（水）

（火）

（水）

（金）

（水）

（水）

（金）

（月）

1330

1330

1500

1330

1200

1500

1400

1100

1625

1330

1200

1330

1400

1400

1200

1400

1500

1330

神戸駅前研修センター

アリストンホテル神戸

アリストンホテル神戸

アリストンホテル神戸

神戸海難防止研究会会議室

神戸市中央区文化センター

アリストンホテル神戸

商船三井マリテックス㈱

シミュレータ室

三宮コンベンションセンター

神戸海難防止研究会会議室

神戸駅前研修センター

神戸市中央区文化センター

神戸海難防止研究会会議室

神戸海難防止研究会会議室

神戸ポートオアシス

神戸市中央区文化センター

神戸駅前研修センター

新港・灘浜航路工区鋼斜張橋工事の海上施工に

関わる航行安全対策検討（第一段階）調査

第２回委員会

神戸発電所アンモニア混焼プロジェクトに伴う

航行安全対策検討調査第１回委員会

神戸発電所アンモニア混焼プロジェクトに伴う

航行安全対策検討調査第１回検討部会

神戸空港整備事業に伴う航行安全対策検討調査

第２回委員会

第124回業務運営会議

第123回月例会

LNGバンカリング事業に係る航行安全対策検討

調査（和歌山地区）第２回委員会

神戸発電所アンモニア混焼プロジェクトに伴う

航行安全対策検討調査　操船シミュレータ実験

南海トラフ地震臨時情報発表時における対応状

況の検証と課題に関する調査研究第３回委員会

第125回業務運営会議

新港・灘浜航路工区鋼斜張橋工事の海上施工に

関わる航行安全対策検討（第一段階）調査

第３回委員会

第124回月例会

大阪港新島周辺海域の新たな船舶交通環境構築

に関する調査研究第２回検討部会（Web開催）

第126回業務運営会議

大阪港新島周辺海域の新たな船舶交通環境構築

に関する調査研究第２回委員会

第125回月例会

新港・灘浜航路工区鋼斜張橋工事の海上施工に

関わる航行安全対策検討（第一段階）調査

第４回委員会
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